

















2012年 10月から 2014年 8月に DVMsどうぶつ医
療センター横浜を救急で受診し，身体検査・血液検









たが，その全てで 27500 IU/kgをおよそ 2分間かけて
緩徐に静脈内投与。モンテプラーゼ投与群と非投与群
について，フィッシャーの正確確率検定及び t検定を
用いて予後の有意差を判定した。また，発症から治療
開始までの時間と予後とについても検定を行った。
＜結果＞
モンテプラーゼ投与群では非投与群に比べて症状が
緩和する傾向はみられるものの，生存期間とともに統
計的有意差は認められなかった。また，治療開始まで
の時間が短い症例程回復しやすい傾向がみられたが，
統計的には有意差は認められなかった。
＜考察＞
今回の研究では犬の ATEに対するモンテプラーゼ
投与に統計的に優位さは認めなかったが，発症早期の
投与で症状は緩和傾向を示した。しかし，まだまだ症
例数が少なく，更なる蓄積が必要と考えられた。また，
ATEを誘発する基礎疾患に対する治療もまた予後を
左右する因子となり得ると考えられ，治療の組み合わ
せによってはより予後を改善できる余地があると思わ
れた。
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